(研究成果報告)精神疾患の診断におけるエピジェネティックバイオマーカーの有用性の検討 by 菅原 裕子
(研究成果報告)精神疾患の診断におけるエピジェネ
ティックバイオマーカーの有用性の検討
著者名 菅原 裕子
雑誌名 東京女子医科大学女性医師・研究者支援センター女
性医師支援シンポジウム抄録集
巻 平成27年度
ページ 4-5
発行年 2015-05-23
URL http://doi.org/10.20780/00031963
瞳聾盤瞳聾輯轟轟轟轟轟覇
瞳晶輔調
精神疾患の診断におけるエピジヱネティックバイオマーカーの有用性の検討
菅 原 裕 子
東京女子医科大学神経精神科 助教
略歴
203 年 3 月 筑波大学医学専門学群卒業
203 年 4 月'"204 年 6 月 東京大学医学部付属病院外科研修医
204 年 7 月'"204 年 12 月東京警察病院外科研修医
206 年 4 月'"201 年 3 月 東京女子医科大学神経精神科医療練士
207 年 4 月 東京女子医科大学博士課程入学
201 年 3 月 東京女子医科大学博士課程卒業
201 年 4 月 東京女子医科大学神経精神科助教
201 年 4 月'"2012 年 3 月 理化学研究所脳科学総合研究センター
精神疾患動態研究チーム 客員研究員
201 年 4 月'"2012 年 12 月久喜すずのき病院
2013 年 4 月'"2014 年 3 月 東京厚生年金病院神経科
2014 年 4 月'"2015 年 3 丹 東京女子医科大学女性医師・研究者支援センター兼務
研究報告
目的: 精神疾患は遺伝要因と環境要因が複雑に相互作用して発症すると考えられており、エヒ。ジェ
ネティクスの関与が示唆されている。これまでに、遺伝要因に関しては大規模な genom-wid
asocitn study が多数行われ、統合失調症と双極性障害は遺伝要因の重なりが大きいことが
明らかにされている口さらに近年、統合失調症において大規模な methylo-wid asocitn 
study (MWAS) が行われ、統計学上有意な DNA メチル化変化領域が報告された。本研究では、こ
れらのうち top5 つの候補領域について双極性障害で、大規模な DNA メチル化解析を行い、統合失
調症と双極性障害でエヒ。ジェネティックな要因が共有されているかどうかの検討を行う。
方法: 年齢をマッチさせた双極性障害患者ならびに健常者(各 50 名)の末梢血由来 DNA を用いて、
統合失調症の MWAS でメチル化差異が同定された 5 つの候補領域 (FAM63B ，ARHGP26 ， CTAGE1P ， 
TBC1D2A ，染色体 16 番 intergc 領域)に関して pyrosequncig 法によりメチル化率の定量
を行い、双極性障害患者と健常者の比較を行った。
結果 FAM63B の 3 つの CpG site におけるメチル化率を定量した結果、統合失調症と同様、双極性
障害患者においても健常者に比して有意なメチル化レベルの低下が認められた。各性別での比較
を行ったところ、女性では有意差は認められず、男性のみにおいて双極性障害における有意なメ
チル化レベルの低下が認められた。
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考察 FAM63B は神経分化やドパミン神経系遺伝子発現に関与しうる miRNA によって制御されるネッ
トワークの一部に含まれており、統合失調症と双極性障害において、 FAM63B におけるメチル化
変化は共通のエヒ。ジェネティック要因である可能性が考えられる。本研究では男性のみで有意
差が認められたことから、統合失調症に関しでも同様に各性別での比較を行う必要がある。
結論: 統合失調症と双極性障害は遺伝的要因のみならず、エヒ。ジェネティック要因も共有している
可能性があり、 FAM63B におけるメチル化変化は両疾患に共通のバイオマーカーとなりうること
が示唆された。今後、残り 4 領域についても同様に解析を進めていく。
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